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➢ 長野県ゼロカーボン社会共創プラットフォーム｢くらしふと信州｣運営座長、安曇野市里山
再生計画推進協議会会長、生坂村脱炭素先行地域事業外部評価委員長、松本平ゼロカーボ
ン・コンソーシアム運営委員長、認定NPO法人芸術と遊び創造協会(東京おもちゃ美術館)
理事、日本自然保護協会評議員、松本市上高地保存活用調整検討会議委員 などを務める。



箕輪町と私の関わり

• 2021年4月 地球温暖化対策実行計画策定へお誘いをいただく

• 2021年８月～ 町地球温暖化対策特別委員会にオブザーバー
参加 ※この頃から話すことはあまり変わらない（苦笑）

• 2022年7月 町ゼロカーボンシティ宣言に立ち会う

• 町地域脱炭素移行・再エネ推進交付金事業の支援

• 2022年10月 ゼロカーボンの推進に関する意見交換会（町長
と産業界との対話）にオブザーバー参加

• 2022年10月～ 環境省事業「地域の脱炭素社会形成に向けた
リーダー育成プログラム」（自然エネルギー信州ネット）

• 2023年8月～ 町地上設置型太陽光発電設備の条例化等に係る
調査・研究特別委員会にオブサーバー参加

• 2025年5月～「気候町民会議inみのわ」統括ファシリテーター

• 2025年7月 「地球・環境・未来フェスinみのわ」小学校SDGs
取り組み発表コメンテーター

• 2025年11月 地域共生型ソーラーシェアリングを考えるシン
ポジウム（県事業）総合ファシリテーター



僕らは皆、同じ惑星によっ
て運ばれている仲間であり、
同じ船の乗組員なのだ。
（サン＝テグジュペリ『人間の大地』）



環境危機時計（旭硝子財団）
（0時から12時までの間のどこにいるか、世界の科学者が評価）



『地球沸騰時代』の到来

「地球温暖化の時代は終わり、地球沸騰の時代が到来した。」

（The era of global warming has ended, the era of global boiling has arrived.
2023年7月27日、アントニオ・グテーレス国連事務総長） ©UN Photo/Mark Garten

https://climatereanalyzer.org/clim/sst_daily/

長野県諏訪湖：御神渡りは8年観察されず
https://readyfor.jp/projects/omiwatari

※オレンジ＝2025年
※赤＝2026年

https://climatereanalyzer.org/clim/sst_daily/
https://readyfor.jp/projects/omiwatari


日本のCO2排出量は世界の約3％でしかない？
「気候町民会議に参加することになって、気になって調べ
てみたんだけど、日本のCO2排出量は世界の3%しかない。
この数字を見た瞬間、やる気をなくしたね。でも、日本
も高度経済成長期には世界の何割かのCO2を出していた
はずだ。それが蓄積されて気候危機をもたらすのだった
ら、我々も責任を果たさなきゃならない。」
（2025年6月、気候町民会議inみのわ、グループディスカッションにおける参加者の発言）

かつて信州は製糸業の世界的拠点。
世界産業近代化の立役者を務めた。
https://okayasilk.jp/about/

https://www.jccca.org/

https://okayasilk.jp/about/
https://www.jccca.org/


気候変動は世代間の不公正を生む(気候正義)

IPCC AR6 Synthesis Report: Climate Change 2023 Figure SPM.1: (c)

地球の平均気温

いま70代の方
「最近、暑いな」

いま40代の方
「人生後半、暑いなあ」

これからの世代
「生まれてこのかた、
ずっと暑い！」





ゼロカーボン社会
：必要な変化は世界水準で明瞭に
（1）必要最小限のエネルギー使用で済む

ライフスタイル、ビジネススタイル

：エネルギー効率化（＝省エネ）

（2）化石エネルギーを再エネに

：エネルギー転換（＋地域主導で）

→この2つが標準的な方法・・・そのための手段として

• 建物の断熱性能アップ

• 屋根ソーラーなどで自給・自家消費

• ガソリン車→電気自動車（EV）へシフト

※自給の方法などは地域性があって当然

例）水力に恵まれている地域なら水力

寒冷・山間地域なら木質燃料も必須

（3）上の2つを可能にするインフラ整備

公共部門の役割も大きい
（『信州ゼロカーボンBOOK県民編』）

（『信州ゼロカーボンBOOK事業者編』）

※ちなみに
脱化石燃料社会は
脱プラ社会



世界で新規に開発された電源
2024年は92.5％が再生可能エネルギー

IRENA: Renewable capacity statistics 2025
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グローバルな変化をローカルがしっかりと受けとめる
：地域脱炭素の実現

グローバル経済の大変化
例 ガソリン車→EVシフト
再エネ・蓄電池の急速な普及

国レベルの政策
例 エネルギー基本計画／建築基
準法／電力システム改革など

都道府県レベルの政策・戦略
例 岡山県地球温暖化対策実行計

画

地域課題解決と
連動した脱炭素実現

環境省 脱炭素地域づくり支援サイト
https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/chiiki-datsutanso/

箕輪町の総電気使用量
190446MWh＝190446000kWh
34円/kWhだと年64.8億円
(R5年度農業産出額＝19.7億円）

https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/chiiki-datsutanso/
https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/chiiki-datsutanso/
https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/chiiki-datsutanso/


地域脱炭素＝地域だからこそできる地域のための脱炭素

交通：
まちを持続可能に

再エネ：
資源経済の域内循環

建物：
より快適な生活環境

産業：
選ばれ続ける経営

誰も取り残さない
脱炭素社会へ

白馬高校：校舎断熱ワークショップ
http://hakuba-sdgs-lab.org

飯田まちづくり電力
http://iiden.co.jp/

（ゼロカーボンパーク第1号）（国立環境研究所）



地域課題解決と合わせた●●×ゼロカーボン
＝政策統合の視点

持続可能なコミュニティ

地域内経済循環のための
再エネ大量導入

誰もが安心して暮らせる、
働ける、学べる建物

地元産業が持続できる
脱炭素経営へのシフト

⑨全ての屋根に太陽光を
（PPAや自家消費で太陽光＝インフラの時代へ）

⑩サプライチェーンの隅々まで
（ティアの末端まで追加性のある再エネ投資を）

⑪ＤＸ×ゼロカーボン
（V2X、VPPなどのDX技術で暮らしをより便利に）

⑫地域内経済循環×ゼロカーボン
（地域新電力で資源経済を私たちの手に取り戻す）

⑬耕作放棄地・寒冷地×ゼロカーボン
（再エネは地域課題解決との合わせ技で導入すれば美味）

⑭商工会・商工会議所×ゼロカーボン
（中小零細企業の脱炭素経営を地域を挙げて支援したい）

⑮企業パートナーシップ×ゼロカーボン
（オフィス町内会的な取り組みも効果が大きい）

⑯産業政策×ゼロカーボン
（ゼロエミッション産業団地を実現したい）

⑰新価値創出×ゼロカーボン
（RE100リゾート、RE100農業などの可能性）

⑤地域づくり×ゼロカーボン
（「集落点検」にゼロカーボンの視点を加味すれば新たな発見が）

⑥公共施設×ゼロカーボン
（皆が集う拠点こそサステイナブルにシフトしよう）

⑦都市計画・公共交通×ゼロカーボン
（ショートウェイシティの実現に欠かせない本質的課題）

⑧まちづくり・防災×ゼロカーボン
（地域熱供給などこれからの都市基盤整備）

①福祉×ゼロカーボン
（社会的弱者にこそ高断熱、再エネを届けたい）

②移住・高齢者・子育て×ゼロカーボン
（移住者、高齢者、子育て世代が安心できる地域でありたい）

③学び舎×ゼロカーボン
（幼保小中高大学は地域の断熱文化発信拠点として最適）

④住宅建築×ゼロカーボン
（地元業者が施工技術を持てばビジネスに付加価値） 誰も取り残さない

脱炭素社会へ。
市民や企業との
ラストワンマイルを
埋めていく必要。

※私の各地での実践・学びから



福祉
子育て
世代

移住者 高齢者 学び舎

工務店
・建設業

エネル
ギー
事業者

中小企業
・商工会

農業者
・ＪＡ

公共部門
インフラ

高付加価値
のビジネス

地域課題
解決

安心して
暮らせる地域

ゼロカーボンは、持続可能なまちづくりだ！

例示した要素を重ね合わせると・・・



気候町民会議 in みのわ とは？

箕輪町発足70周年の節目を迎え、地球温暖化がもたらす気候変動
について、私たち1人ひとりができることや、どのように推進し
ていくべきかなどを、町民の皆様と考える。

信州大学生などを交えて一緒に「ゼロカーボン」や「持続可能な
町づくり」をどのように実現していくか、町民目線での取組を議
論していきます。

箕輪町民
16歳～70歳の方

参加表明
をくださった方

信州大学生

2000名
無作為抽出
（くじ引き）

30名 10名

40名が学び、対話を重ねます



箕輪町らしい気候変動対策の推進

みのわが
好き！

①みんなで知る／みんなで伝える
• 気候危機：世界と箕輪町への影響
• 地球と次世代への責任：気候正義
• 町のビジョンと取り組み、企業の取り組み
＋町民がすべきこと、できることを明確に
 ＝地球温暖化対策アクションプラン2022

• 地区や学校、職場のまとまりを活用
• 地域の情報を日ごろから話題に
• ｢ゼロカーボンを実現する先進地｣を
町民が他地域に自慢できるようになる

②みんなで備える／みんなで変える
• 農業と工業の町が持続するために
• 太陽光発電に適した立地を活かす
• 省エネと再エネの経済的メリットをわか
りやすく示す：心理的ハードルを下げる

• 取り組むことが楽しくなる活動デザイン
• 象徴的な変化を起こしてみよう：

例）学校や高速バス停への送迎など

③みんなで備える／みんなで変えるために
• 箕輪町で共に生きるすべての人々の｢自分ごと｣にしよう
• 行動する町民を支えるしくみを、協力してつくろう
• ｢ゼロ仲間｣になろう、｢ゼロ仲間｣を増やそう
• 気候町民会議のような学びと対話の場をつくり、参加しよう



「私のゼロカーボン・アクション」



わたしたちにできること：

① 個人でできること

② 仲間や地域でできること

③ 社会のしくみを変えること

こ じん

なかま ちいき

しゃかい



IPCC AR6 Synthesis Report: Climate Change 2023 Figure 4.2

気候変動対策：
未来の社会像を規定

• 包摂型ガバナンス
• 多様な知識と価値
• イノベーション
• セクター間や時間
軸の統合的判断

• 気候政策と開発の
シナジー ・・・

• 貧困、不平等、不
公正の蔓延る社会

• SDGsとのトレード
オフ ・・・



ゼロカーボンに地域一丸で取り組むことが

生活の豊かさを

実感することに

つながるには？

一人ひとりの幸

せや生きがいに

つながるには？

箕輪町の地域社

会を持続可能と

するには？
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